令和７年度　分科会進行台本




時刻�
コメント内容�
備 考�
�
13:00�
□　皆さん、大変ご苦労様です。


私は、この第○分科会「○○○○」の運営責任者である○○○○小学校、○○○○です。どうぞ、宜しくお願いいたします。


それでは、私から、当分科会の司会者・実践発表者・記録者の先生方を、それぞれ紹介させていただきます。


はじめに、本日の司会者でいらっしゃいます、○○○○小学校、○○○○校長先生です。司会者の先生からは、本分科会の趣旨説明及び会の進め方についても触れていただくことになっております。どうぞ、宜しくお願いいたします。


続いて、実践発表を行っていいただきます○○○○小学校、○○○○校長先生です。○○校長先生からは、発表の中で、協議の柱を明確にしていただき、その柱にそって協議を進めてまいります。○○校長先生、どうぞ宜しくお願いいたします。


最後に、本日の記録を担当していただきます、○○○○小学校、○○○○校長先生です。どうぞ宜しくお願いいたします。�
運営責任者














（司会者）











（発表者）











（記録者）�
�
13:03�
□　それでは、司会者の先生にバトンタッチいたします。○○先生どうぞ宜しくお願いいたします。


□　ただいまご紹介にあずかりました○○小学校の○○○○です。どうぞ、宜しくお願いいたします。


今年度、第○分科会は、○○地区が担当いたします。その研究課題と趣旨を、次のように設定いたしました。








このような内容で、最初に実践発表を行っていただきます。時間は


２０分です。その後、質疑・応答の時間を若干取らせていただきます。そして、グループ協議へと進みますので、宜しくお願いします。


それでは、実践発表を○○先生お願いいたします。�
運営責任者





司会者�
�
13:10�









（協議の柱を明確にした発表を実施し、開かれた問題提起が「提言」になるような発表を心がける。）�
発表者�
�






【研究課題・趣旨】を読み上げる。





【提言発表】





時刻�
コメント内容�
備考�
�
13:30�
□　ただいまの発表に対し、質疑を受け付けます。


（質疑・応答の時間）�
�
�
13:40�
□　これからグループ協議に入ります。時間は６０分間です。


⑴　自己紹介


⑵　提言発表に対する感想や意見等


⑶　協議の柱についての話し合い


の順に進めていきます。


グループ内の司会担当の方は、協議の柱に沿って、校長として次の一手を見つけることができるように進めていただきたいと考えております。


一斉休憩はトイレが大変混み合います。グループ毎に頃合いをみて、適宜休憩をおとりください。（　　）階のトイレも適宜ご利用願います。


最後に、こちらで抽出させていただいた３つのグループの記録者の方から協議内容の発表をお願いいたします。


それでは、それぞれのグループごと話し合いをお願いいたします。


�
全体司会者





※発表提言者


全体司会者記録者


運営責任者も適宜グループに入る�
�
�
＜グループ協議＞�
グループ司会者�
�
14:10


　頃�
これから○○分まで休憩とします。


�
グループ司会者


�
�
14:40�
これから、全体交流に入ります。


（　　・　　・　　）の３つのグループ記録者より、キーワードをもとにグループとしての提言を、３分程度で発表していただきます。


　　はじめに〇〇グループの記録者の方、お願いいたします。


　　次に・・・・・。








（まとめを一言述べて、）これでグループ別協議を終わります。


�
司会者


・各グループの提言に質問を受け付ける。


・分科会としての提言となるようなまとめが望ましい。�
�
14:55


15:00�
○　分科会での話し合い、大変ありがとうございました。


（実践発表者・司会者・記録者へのお礼）


（閉会のあいさつ）


（諸連絡）


○　先生方には、後片付けのご協力をお願いいたします。テーブルといすを○○○のように並べていただくようご協力ください。





・終　了�
運営責任者�
�









